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アニメイティッドやお 

 
検索 

環境アニメイティッドやおは、
八尾市内で環境問題に取り組ん
でいる市民・市民団体・企業・
教育機関などを応援するための
協議会です。 
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環境 
イベント 

    

やおの輪・ECOの環・未来の羽 
いきいき八尾環境フェスティバル2015(第1部) 
かつてない盛況ぶり 

   月25日（日）、西武八尾店（メイン会 
   場）とアリオ八尾において「いきいき
八尾環境フェスティバル2015」（第１部）が
開催されました。 
 当日は晴天。西武ホールを中心にした８階
フロアにおける各イベント・ブースは、どこ
もかしこも大盛況でした。ステージでは恒例
の地球戦士ゼロスショ－が子どもを引きつ
け、音楽会もまた終始参加者でにぎわいまし
た。 
 展示を含めた10箇所ほどのブースは子ども
でいっぱい。八尾の環境や自然、歴史などに
関連した大きな塗り絵が子どもたちの手で作
成され壁に展示されました。 
 

 新たな企画も盛りだくさん！ 
 今回目についたものに、西武・アリオ八尾
のステージで「海と空の約束」という巨大紙
芝居、ゼロスショ－が上演され、アリオ八尾
レッドコートでは下水道実験や生き物展示
等々が行われました。 
 

 多くの出店協力に感謝！ 
 また西武屋上では、今回新たに参加してい
ただいた八尾市内の飲食店の皆さんが八尾産
の野菜を使ったオリジナルメニューを提供し
てくれたり、リユース食器を自分で洗浄して
返却するブースが生まれたりと、これまでよ
りも進化した取組みがみられました。  
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 若い世代、学生事務局が大活躍！ 
 今回も環境アニメイティッドやおの日常
的な取組みが展示され、八尾ふるさと歴史
楽校や環境配慮の取組みなどに参加者から
関心が寄せられました。 
 多くの学生が事務局を担い、体験しなが
ら八尾の環境問題を考えるというフェス
ティバルとしての楽しい盛り上がりとなり
ました。協賛企業や企業の出展にもこれま
で以上の広がりが見られ、環境フェスティ
バルが八尾の企業と結びついていることを
改めて示すものとなっていました。 
 

 環境フェスティバルのテーマ・ソングが 
 出現(披露)！ 
 圧巻の1つはフェスティバルのテーマ・ソ
ングが学生によって作成され、当日最後に
披露されたことです。枝豆や若ごぼうなど
八尾の特産物の紹介、ニッポンバラタナゴ
の保護といった八尾の環境保全の取組み、
また八尾を良いまちにする上で人の結び付
きが大事であることなどを歌い上げていま
す。 
 「取組みのなかで文化が生まれ、その取
組みがさらに広がる」八尾環境フェスティ
バルの取組みの到達点を示すものだといえ
ます。     （広報委員 東郷 久） 

わ わ わ 



   串川から取水する黒谷樋は近鉄高安駅に 
   近いところにあります。この水路はやや
幅が広いため、一部が親水護岸として整備され
ています。そのため、近隣の方々は水路の生き
物を覗いて見たり、水辺に飛来する鳥にも関心
を持たれているようです。「ここでは、カワセ
ミも見かけますよ」と教えてくださいました。
美しい鳥、カワセミを町中で見かけることは珍
しく、エサとなる小魚がこの水路にいることが
分かります。 
 東を向いて流れるこの水路は、線路の下をく
ぐり再び顔を出して、田畑を潤しながら恩智川
へと落ちて行きます。 
 このように近鉄大阪線の下をくぐって流れる
水路は、黒谷樋の上流にある垣内樋と教興寺樋、
下流の万願寺樋の４本があります。 
 

（アクアフレンズ 美濃原 弥恵さん） 
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八尾の 
水路 

シリーズ  第７回 

 水路は八尾の宝物～黒谷樋～  

玉 

『八尾を流れる河川及び長瀬川、玉串川から取水して流れる 
小水路の水の流れの方向図』  

●黒谷樋 

《水の流れについて》 
 
・長瀬川からの西向き 
 の水路   
Ａ ：平野川へ 
Ｂ ：久宝寺緑地から 
   神武川へ 
 
・長瀬川から北向きの 
 水路     
・玉串川から西向きの 
 水路 
Ｃ ：楠根川へ 
 
・玉串川から東向きの 
 水路      
Ｄ ：恩智川へ 
Ｅ ：楠根川から取水、 
  ポンプで圧送され 
  農業用水として使 
  用されている地域 
Ｆ ：生駒山地からの小 
  河川は恩智川へ 
 

●教興寺樋 

●垣内樋 
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学校 
ビオトープ 

環境 
イベント 

     月10日（土）に八尾北高校におきまして、 
   学校ビオトープ＆野外調理体験交流会が行
われました。69名の方々の参加で、晴天にも恵ま
れていました。 
 ビオトープでは花を植えかえ、さつま芋掘り、
稲刈りが行われました。特にさつま芋掘りは、こ
こ数日の晴天続きで土が固くなっていたため、掘
り出すのに苦労されていましたが、それでも30本
近く収穫できました。 
 野外調理はまず、今回のメイン食材のサツマイ
モ、そして、大根、人参、こんにゃく、うすあげ、
豚肉、ぶなしめじ･･･など皮をむいたり、適当な
大きさに切ったりと、さすがに70人分ともなると、
下準備だけでも大変です。 
 おにぎり用のご飯も、７合炊きの炊飯器４台、
お釜、飯ごう３つをフル活用して、８㎏のお米を
炊きあげました。イモケンピもお父さん方やお母
さん方が２台のカセットコンロで大量に素揚げし
て下さいました。火おこしは、八尾北高校の生徒、
卒業生、そして今回初参加となる近大生の若手３
人が、大活躍してくれました。  
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「八尾北高校  
   学校ビオトープ＆野外調理体験交流会」 

 予定の作業と食事が終わると、子どもたち
は、ビオトープのあちこちで、バッタやコオ
ロギを追いかけたり、ツリーハウス、ブラン
コ、ハンモック、そして今回初登場のシー
ソーを満喫してくれたりしていました。 
 そして、いつものように後片付けもしてい
ただき、無事、楽しい交流を終えることがで
きました。ありがとうございました。 
     （八尾北高校 奥野 晃久さん）                     

次回は 
3月26日 
（土） 

いきいき八尾環境フェスティバル2015 
第２部が開催されました！ 

   月８日(日)に大阪経済法科大学で「いき 

   いき八尾環境フェスティバル2015 第２

部」を開催いたしました。今年度もあいにくの

雨模様となりましたが、例年にもましてたくさ

んの方々にご来場いただきました。 

 フェスティバル第２部の恒例ともなりました

「どび流し」では、ふれあい池を洗浄してニッ

ポンバラタナゴの住環境を整えるだけでなく、

個体数の調査も実施しました。今年は昨年度(約

３万尾)よりも、かなりの数が繁殖していたと報

告がありました。またふれあい池の周辺におい

ては、めだかすくいやサツマイモ釣りが来場者

に人気でした。 

 クロノス１階やその周辺においては、河内木

綿の綿繰りや藍染体験、ペットボトルなどを再

利用して作るミニ水族館、有機野菜やジェラー

ト、キンタイ米の販売などがあり、小さなお子

様を中心に楽しく体験していただきました。 
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 さらに、目玉企画であった藻谷浩介氏による

「里山資本主義と高安地域」と題した講演会に

は地元の方を中心にたくさんの来場者があり、

藻谷氏の話に耳を傾けていました。この講演会

を通して、素晴らしい高安の自然や里山を後世

に残し、守り続けていく行動をしていくきっか

けになればと思います。      

（事務局） 

▲どび流し中にする地引き網 
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Ｅ-ｃｏｌｕｍｎ 
 

川のよごれについて 

 川の中には、たくさんの生物がすんでいま
す。小さなバクテリアや、多種多様な魚たち
や鳥もいます。水の流れやそこにすむ生き物
を見ているだけでも癒されますよね。 
 しかし、そんな癒しを与えてくれる川がよ
ごれ、生き物も苦しんでいます。その原因の
ひとつに私たち人間が生活することにより川
の中へ出される“よごれ”があります。  

  

NPO法人 
自然環境会議八尾 

地域資源循環型サイクルの社会構築をめざ
し、八尾の環境・資源を大切にして 
 
 現在社会の抱えている課題として、環境破壊
と資源使い捨て社会、大量生産・大量消費・大
量廃棄の経済で、地下資源は枯渇の一途と地球
温暖化を招いています。 
 また、東日本大震災、福島原子力発電所事故
の発生、この問題は危機感と共に世界的に関心
が高まり、地球温暖化防止と環境改善の活動・
持続可能な資源循環型社会の構築をめざす活動
は、世界的な広がリなど、環境問題への関心も
高まっています。  

 自然環境会議八尾は、地域資源の循環とエ
ネルギーの自律をめざす「菜の花プロジェク
ト」の活動で、菜の花栽培や八尾産の菜種油
づくり、廃食油で、アロマキャンドルの体験
会の活動、100%利活用する燃料化の研究など
の普及・広報活動などの地道な日常活動を進
めています。 
 
 また、環境アニメイティッドやおの支援金
を受け、一昨年は、八尾の「環境改善と経営
を調和して発展する中小企業」の視察調査活
動、昨年は、身近な自然エネルギーを「自分
で電気をつくろう」をとりくみ、家族で太陽
光発電・風力発電づくり、ミニ太陽光発電や
水力発電づくりをしました。 
 
 今年は「八尾・大阪で自然エネルギーの活
用調査」を計画し、10月21日(水)に「太陽光
発電所＆水車(水力発電)の見学を行い、今後、
廃食油で工場の電気を作っている工場見学や
バイオマス発電所の見学等を計画して取り組
んでいます。 

（宮川 晃さん） 

 普段何気なく使っている洗剤や食べ物など
にもたくさん含まれています。しょうゆや米
のとぎ汁などを少量流しただけでも、立派な
よごれの原因になってしまいます。 
 ひとり一人の心がけで美しい川を取り戻し
ましょう。 
  

（山本 貴浩さん）  



「竜華水みらいセンター」にて、下水の水処理過程
を見学しながら環境について楽しく学びます。 
普段は見ることができない、排水溝の向こう側を見
てみませんか？ 
ご参加お待ちしています！ 
●日時：平成27年11月18日（水）10：00～12：00 
●集合：JR久宝寺駅改札口 9：30 
●参加費：無料 
●要申込：11月17日(火)まで 
     環境アニメイティッドやお事務局 
     TEL072-924-9359 FAX072-924-0182 

市民環境講座 

「知ってまっか？ 
下水のあんなとこ こんなとこ」  

活動情報 
八尾市の環境を守るために、環境アニメイティッドやお
が取り組んでいるさまざまな活動や、今後の計画などを
紹介します。 

「河内の風」はこちらで！ ただいま、アニメイティッド会員募集中！ 

 
近鉄八尾駅・河内山本駅・久宝寺口
駅・Potager・八尾市内各出張所・ 
八尾図書館・山本図書館・志紀図書
館・市立病院プリズムホール・ 
学習プラザめぐる・かがやき・ 
ウイング・歴史民俗資料館・教育サ
ポートセンター・屋内プールしぶき・ 
まちなみセンター・サポートやお・ 
ＦＭちゃお・つどい・みらい・ 
福祉会館・近畿労働金庫八尾支店・ 
大阪経済法科大学 
 

 
 

 

  年間会費：個人1,000円 市民団体2,000円   
        事業者5,000円 事業者団体10,000円 
 ■ お問合せ先 
 環境アニメイティッドやお事務局（八尾市環境保全課） 

 TEL 072－924－9359 FAX 072－924－0182 
  HP   http://www.eco-ani-yao.org/ 
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「情報プラザやお」出演 

11／23（月） 

正午～、午後7時～、
午後11時～ 

アニメイティッドの情報
を定期的にＦＭちゃおで
放送しています。 

八尾ふるさと 
歴史楽校 

午前9時30分～ 

11／21（土） 

名所・旧跡にふれ八尾の歴
史に親しんでいきます。今
回は、高尾山から高安城倉
庫跡まで歩きます。 

近鉄堅下駅 
改札口集合 

11／18（水） 

午前9時30分～ 

高安山自然再生 
定期活動 

12／6（日） 

近鉄信貴山口駅 
改札口集合 

地域の方々と一緒に、絶
滅危惧種「ニッポンバラ
タナゴ」の保全活動に取
り組んでいます。 

11／26（木） 

楽音寺森林 
整備活動 

大阪経済法科大学 
本部棟前集合 

大阪経済法科大学の裏山
の竹林の整備をしながら、
ツリーハウスづくりなど
をしています。 

午前10時～ 

学校ビオトープを利用し
て環境教育を展開してい
くために話し合いを行っ
ていきます。 

学校ビオトープ 
研究会 

午後4時30分～ 

府立八尾北高校 

11／27（金） 1１／28（土） 

午前10時～ 

高安の森 
自然楽校 

森林ボランティアを養成
する講座。今回はツルを
使ってリースを作りなが
ら自然について学びます。 

服部川7丁目公園 
集合 


